
大牟田市立明治小学校

１ 本校のＥＳＤの特徴

本校周辺には，介護老人福祉施設，幼稚園･保育園，多目的交流施設，公園，病院等の施設がある。

工場地域も抱えており，市のリサイクル施設やリサイクル関連企業がある。このような校区環境の中

で，本校はエネルギー環境教育，福祉教育を中心にＥＳＤに取り組み，エネルギーや自然環境との関

係性，ひとや社会との関係性を認識し，「かかわり」や「つながり」を尊重できる子どもの育成を目

指している。

また，平成２７年度よりエネルギー教育モデル校として「持続可能な社会の構築に向けたエネルギー

教育」をテーマに３ヶ年の実践を行っている。生活科や総合的な学習の時間だけでなく，理科･社会

科などの教科の時間においても，関連する単元でエネルギー環境の視点をもちながら横断的・総合的

な学習となるよう計画を立てて取り組んできた。

２ ユネスコスクールとしての活動・全体計画

エネルギー環境 福 祉

１ めいじと なかよし だいさくせん１ ６月 めいじと なかよし だいさくせん２ １１月

年 （緑のカーテンなど） 生活 （幼保小交流など） 生活

２ めいじのすてき みつけたい １１月 あそび大すき あつまれ ９月

年 （学校のまわりの探検など） 生活 （異学年交流など） 生活

３ めざせ エネルギー博士 １１月 高齢者に昔のことを学ぼう 1～3月

年 総合 総合

４ くらしの中のエネルギー 9～12月 車いすとバリアフリー 4～7月

年 総合 総合

５ ぼくたち，私たち環境探検隊 4～9月 ふれあいを広げよう 9～12月

年 総合 総合

６ エネルギーのまち 大牟田 9～12月 未来への扉を開こう 1～3月

年 総合 総合

３ 特徴的な活動事例

（１）ねらい

○自分たちの生活が多様なエネルギーに支えられていることやエネルギーの消費が環境に影響を及ぼ

していることを実感としてとらえ，エネルギーを大切にし，環境を保全しようとする態度を養う。

○自分たちにできる省資源・省エネルギーについて考え実践することで，思考力・表現力・コミュニ

ケーション能力を高める。

○高齢者や体の不自由な人をはじめとする身近な人々に目を向け，自分にできることは何かを考える

とともに，すべての人が安心して暮らせる社会を築いていこうとする態度を養う。



（２）主な実践

①１年生「ひとつぶのたねから（緑のカーテン大作戦）」

生活科の学習の一つとして，緑のカーテンづくりに

取り組んだ。２階のベランダまでネットを張り，「ぐん

ぐん育て，元気に伸びろ」を合い言葉に日々の手入れ

に進んで取り組んでいくことができた。日なたと日陰

の温度の違いや水をまくとさらに涼しく感じることな

どを体感することができた。コンテストで特選をいた

だいたことで，活動への喜びもいっそう感じることが

できた。

②４年生「車いすとバリアフリー」

車いす体験や白杖体験を通して，いろいろな「不便

さ」に気付かせた。近くの公共施設でも体験を行い，

バリアフリーやユニバーサルデザインを見つけさせる

とともに，「不便さ」についても考えさせた。都市計画

課の方を招いて，「安心できるまち」をテーマに話し合

い，自分たちにできることについてまとめた。

③５年生「ぼくたちわたしたち環境探検隊」

校区を流れる堂面川の調査を行った。ネイチャーガ

イドの方と堂面川の上流域と下流域の水質・生物調査

を行い，川とひとの生活との関わりについて考えた。

また，川の環境と自然への思いを絵に表し，アートマ

イルの活動としてフランスの小学校との交流を進めた。

４ 本年度の成果と課題

○成果

・教科の内容との関連を意識した指導計画を立てたことで，例えば５年社会科の「食料生産を支える

人々」の学習では，食料の生産や輸送にも多くのエネルギーを必要としていることなど，ものの見

方，考え方を広げることができた。

・緑のカーテンづくりやエコチェックシートなど，省エネ，省資源の活動に取り組んだり森林や川の

学習をしたりして，エネルギーと環境を一体としてとらえ，自然や環境の保全に対する意識を高め

ることができた。

○課題

・学習を通して課題や現象について知ることはできてきたが，その背景を理解したり批判的に物事を

考えたりする力を育てていく必要がある。


